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いる。空家は、「平成 25 年（2013 年）住宅・土地
統計調査結果」（総務省統計局）3) によれば、総住
宅数は6,063万戸と5年前から5.3％上昇しており、
空き家率も 13.5％（約 820 万戸）と 5 年前に比べ
63 万戸（8.3％）増加し過去最高値となっている。
よって、その対策のためにも全国で 401 の自治体
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部会案」という。）の提示（2014 年 12 月定例会議）
およびその後の議論を踏まえての移住・定住専門
部会案完成（2015 年 2 月定例会議）までのアドバ
イザーである。基本的に、この移住・定住専門部
会定例会議は月に一度開催されており、筆者は、
2014年 10月、12月および 2015年 2月に出席した。



































その市域のおよそ 7割 10) は森林および田園地帯で
あるという性質を併せ持っている。よって都市域
と中山間地域に分けることが可能であり、空家問







Kohyama, S. 2015. Rulemaking Process 































































（2010 年 7 月 5 日制定）。その後、条例数が増加
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資料 1 空家の管理及び活用に関する条例比較 
（＊筆者作成：2014年 10月 24日移住・定住専門部会にて配布） 
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資料 1 続き 
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（平成 5）年法律第 88 号）改正（2015（平成 27）
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である」と、①福岡地判平成 7年 4月 10日（LEX/DB
文献番号 28035190）は判断した。なお、②広島地
判平成 15 年 1 月 29 日（判タ 1148 号 297 頁）およ
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上記の議論を経て、筆者は、2014 年 12 月に移
住･定住専門部会に条例案（たたき台）を提案した。
たたき台の検討の過程で、条例名に、「持続可能な
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０ ０ ０ ４ ０ ０ ４
2007.4.1-
2009.3.31
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
2009.4.1-
2012.3.31
０ ０ ０ １ ０ ０ １
2012.4.1-
2014.3.31




２６ ９ ３ ２７９ ４８ ２３ ３８８
2007.4.1-
2009.3.31
１ ３ ０ ３９ １ ６ ５０
20091.4.1-
2012.3.31
４ ０ １ ６０ ４ １ ７０
2012.4.1-
H26.3.31
１ ０ １ ３３ １ １ ３７
表１ 市条例の制定・改廃の請求実績 
（平成 15年 4月 1日～平成 26年 3月 31日実績（第 54～57次地方自治月報を基に筆者作成） 
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議決事項であり（地方自治法 96 条 1 項 1 号）、そ
の発案権は、原則として首長（同法 149 条 1 号）
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教授による論稿等 43) 及び法律のひろば（2015 年 7
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注 記 
1) 例として 2015 年農地法（1952（昭和 27）年法
律第 229 号）改正および 2004 年森林法（1951
（昭和 26）年法律第 249 号）改正等。 
2) 従前は「空き家」という表記が多く用いられて
いたようであるが、空家等対策の推進に関する





htm, 2015 年 8 月 11 日最終閲覧）。 
4) 国土交通省「空家等対策の推進に関する特別措
置法の概要」（http://www.stat.go.jp/data/jyutaku/ 




いて」平成 21（2009）年 7 月 2 日,（http://www.mlit. 
go.jp/report/press/land02_hh_000041.html, 2015 年
8 月 11 日最終閲覧）。 
6) 内閣官房「東京在住者の今後の移住に関する意
向調査」（2014（平成 26）年 8 月、東京都在住
者へのインターネット調査）によると、東京都
から移住する予定、または、移住を検討したい
と思っている人の割合は、約 4 割であった。 
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が展開された。 
8) 本稿は、第 28 回自治体学会 富山高岡大会
（2014 年 08 月）における分科会「放置人工林・
耕作放棄地・空き家 中山間地域の「お荷物」
を未来の資産に」企画、および第 29 回自治体学














2013 年 4 月号 55-69 頁、北村喜宣（2014a）「老
朽空き家対策の新たな法的展開」6-11 頁 北村
喜宣他「特集：空き家問題の現状と課題」自治
体法務研究 2014・春（36 号）6-43 頁等。 
10) 豊田市「豊田市の森づくりの方向」（http://www. 
city.toyota.aichi.jp/kurashi/nougyou/1009277/10038
78.html, 2016 年 1 月 11 日最終閲覧）。2005（平
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ョン）」2009 年 7 月(http://www.mlit.go.jp/common/ 






19) 「空き家:条例化 317 自治体、撤去費の補助導入
は３割 公費支出に抵抗感」毎日新聞 2014.9.21
（http://mainichi.jp/shimen/news/20140921ddm001































4 月号 45-97 頁、南川和宣（2014）前掲注 22) 79-96
頁等を参考にした。 
25) 南川和宣（2014）前掲注 22）84 頁。 
26) 北村喜宣（2012a）前掲注 9）49-50 頁。 
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住 宅 除 却 事 業 実 施 要 綱 （ https://www.city. 
arakawa.tokyo.jp/kankyo/machidukuri/funenka/kike
nroukyuutatemono.files/youkou.pdf,2016 年 1 月 11
日最終閲覧）。いずれも興味深い事案である。 


























56(1/2) 18-19 頁。 
34) 松本英昭（2015）『要説 地方自治法 第九次改
訂版』ぎょうせい 180-182 頁。 




るものであった（388 件中 317 件）。 
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41) 地方分権推進会議 2001 最終報告（2001 年 6 月
14日）（http://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8313852/ 
www8.cao.go.jp/bunken/bunken-iinkai/saisyu/, 2015















法律のひろば 68（7）ぎょうせい 4‐52 頁。 
45) 北村喜宣（2014b）前掲 43）21-22 頁。 








48) 北村喜宣（2014a）前掲 9）11 頁及び北村喜宣
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